
































すと、平成 28 年、1 年間で、生命・身体被害の報告、消費者庁に行政機関


















































































































































































































































































































































部ここに挙がっています。3年半前の 26 年 3 月で 111 件、改善事例が報告
されています。

















































































































ご存じのように、消費者庁は平成 21 年の 9月に誕生しましたが、消費者
庁はどういうことを理念として掲げてやっていくのかということが、ずいぶ
ん議論されました。
そのときに、結論として閣議で決定されたのが、同頁下の下線を引いた所
京女法学　第 14 号64
です。「安全安心な市場」、それから「良質な市場」、その実現こそが、これ
からの新しい公共的目標として位置付けられると言われています。
安全安心な市場、これは当たり前ですが、私はとても大事な言葉として、
良質な市場というのに注目をしていただきたいと思っています。そういう市
場をつくるということは、競争の質を高め、消費者と事業者の両方、双方に
とって長期的利益をもたらす唯一の道だと断言しています。
その閣議決定からすでに 9年たちましたが、私としては、この考え方とい
うのは、本当に間違っていない、正しいし、この考え方に基づいて消費者と
事業者両方がともに良質な市場を目指して努力をしていくことによって、本
当により長期的に、両方にとって利益がもたらされることになるだろうと、
いま確信を持っています。
良質な市場というのは、今日、たくさん出たような不祥事がないというこ
とはもう当たり前の話になるかと思います。それだけではなくて、実はこの
良質という意味の中には、消費者市民社会という言葉を皆さん、聞かれたこ
とがあるかと思いますが、要するに、いまこの時代に生きている私たちだけ
が豊かになったらいいという考え方ではないのです。
良質というのは、将来に向けて、将来の日本、そして地球上の全ての人々
が本当の意味での豊さを享受できるような、そういう市場。それにつながっ
ていく市場というのが、良質の意味なのです。公正というだけではなくて。
だから、いま問題になっているような、例えば食品ロスとか、つくっては
壊すようなもの、あるいは、動物由来のいろいろなものの命を食品にして、
でも、それをどんどん捨ててしまうような、そういう市場を私たちは許して
いいのか。
それは決して、将来につながる良質な市場とは言えないのではないかと思
いますが、そういうことも含めた、安全安心で良質とは何かを考え続けて、
良質な市場を目指すということが、消費者にとっても、事業者にとっても、
利益になる唯一の道ですよという、この考え方というのは、私たちが立場は
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違えど、いろいろな活動をしていく上で、とても大事な考え方ではないかと
思っているところです。
すみません、私の時間を延長してしまいました。まだお話ししたいことが
ありますが、ここで終了させていただきます。ご清聴いただき、どうもあり
がとうございました。
